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近年、高頻度振動換気 (HF 0)は新生児 ・未
勲児の呼吸不全に用いられるようになり、その有
効性は広く認められてきている。北米における H
1 F 1スタデイの結果は、HFOの有効性を証明
するに至らずむしろ頭蓋内出血やエアーリークの

発生頻度を地加させる可能性が指摘された。しか

しこのスタデイについてはいくつかの問題点が
あった。この点をふまえ我国で行われた多施設比
較共同試験では、 HFOは従来の換気法 (CMV)
に比べて H1 F 1スタデイで指摘されたような頭
蓋内出血やヱアーリークの発生頻度を増加させる
可能性は否定され、 HFOの安全性が証明された。
我国におけるこのスタデイの結果により、今後H
FOは新生児・未熟児医療においていっそう重要
な位置を 占める ことになろう。
我国でHFOを行うことができ実際に臨床の場
で使用されている人工呼吸器はHUMMINGBIRDとHU

MMING 11 (泉工医科工業)および本稿で紹介する
INFANTSTAR version28 (INFRASONICS社)である。

私が、 HFOによる人工換気を初めて経験した当
時は、一台の人工呼吸器でHFOとCMVが行え
るのは本器以外にはなく、限られた予算内で人工
呼吸器を鵬入する際にこれは大きな総力でもあっ
た.このような理由のため、私自身のHFOの使
用経験は、 INFANTSTARによるものが圧倒的に多い。

さて、前置きはこれくらいにして、本器について

紹介させていただくこととする。
INFANTSTAR version 28は、 timecycle/pressu 
re liaited/j、児用人工呼吸器であるが、 CMVに

加えて HFOも行うことができる。従来の小児用
人工呼吸器と異なり、マイクロプロセ、ソサーを搭
毅し、患者の気道内圧を感知しデリパリーガスを
コントロールしている。マイクロプロセッサーは

1 0個のソレノイドパルプを12血secの間on-offす
ることでCMVの吸気時の漸地性の立ち上がりと

呼気時の急速な気道内圧の低下をとる、いわゆる
シャークフィン型の気道内圧パターンを作る。こ
れにより、平均気道内圧の低下を期待することが
できる。また、 HFOの機序は、ソレノイドパル
プの開聞により陽圧相と陰圧相が作られることに
よるもので、呼気時の陰圧相の形成はC02を能
動的に排出させる。本器では、 CMVを行なって
いる途中でHFOを行なう必要が生じたとき(例

えiま¥ エアーリークの発生したときなど)には、
スイ ッチひとつで容易にHFOに切り替えること
ができる。さらに、呼気相のみであるがCMVに
HFOを重畳することができる特徴を持つ。これ
により、 CMVの回数や吸気圧をさげることがで
き、腕の圧損傷を予防することが可能である。そ
の他、本器ではconstantflow機構以外に、マイ
クロプロセッサーにより短時間で応答するdemand
flow機構を持っているため、呼気時の仕事量の軽
減が期待できる。
紙面の都合上HFOについての経験のみ述べさ
せていただく。HFOは末梢肺でのpressureswi 
ngが小さいことからエアーリークが最も良い適応
と考えられ、主としてエアーリークを中心に本器
を用いて HFOを行なっているが、エアーリーク
の消失、酸素化の改善の点で極めて有効であ った
本器の良い面としては、まず一台の人工呼吸器で
CMVとHFOの両方の換気方が行える点や、本
務は狭いNICU内でもあまりスペースをと らな

い点、及びHFO、CMVの両方の機能を備えな
がら比較的廉価な点である。一方、使用にあたっ
ての注意点や今後改善してもらいたい点もいくつ
かある。一つは、 HFO使用時、加温-加湿器の
容量が大きい場合には十分なアンプリチュードが
得られにくく、容量の小さいものを使用する必要
があること(M R 320がより)、安定したアンプ
リチュードを得るためには加温 ・加湿槽内の水位
を一定に保つ工夫が必要なことである(我々の施
設では滅萄蒸留水を輸液ポンプを用い持続注入し
ている)。また、体重が2500g以上では十分な振
動が得られにくいこと、比較的呼気弁に水滴が溜
りやすいことなどであろう。今後、このような点
が、改善されれば、小児用人工呼吸器としてより
確固たる位置を占めることになろう。
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大HFO内蔵

インファンドスター
人工呼唖器の世界に大きな可能性を求める。これは、ひ

とつの呼吸工学です。

インフラソニックス社は、人工呼吸器の各界で全てを知

り尽したブレインが、独自のレスピラトリーテクノロジ

ーを駆使し、まさにこの「インファン卜・スター」を完成

するために結成されました。

この「インファン卜・スター」は、使い男さと安全性、そ

して、高性能と発展性を徹底的に追求し、電気回路とガ

ス回路を全く別々のユニットに分離しました。そのため

常に酸素を使用する人工呼吸器の確実な安全性を保証す

ると共に未来への発展性の余裕を確保しています。

さらに、インフラソニックスのスタッフは、あのコンパ

クトなボディーにEいにセルフテストを行ないながらニ
ューマチックコントロールとモニタリングのための潰算

を行なう2個のマイクロプロセッサーや、呼吸の仕事量
を減らすのに有用なデマンド ・フロー機摘、オートチャ

ージバッテリ一機構、そして何と、 H.F.uの機能ま
でも内蔵してしまったのです。

周波数は 2-28Hz、アンプリチュード8-112LPMの広範囲に設定が可能なうえ、持別な患者回路
に交換することなく、使用できます。

女デマンドフローモードの完成

従来のコンティニュアスフローに加えて、呼気H寺にフローをストップさせるデイマンドフローモー

ドを完成しました。このデイマンドフローの実行により呼気時の抵抗を減少させるとともにガスの

消費も大幅に減らすことに成功しました。

女バッテリーを内蔵

一刻をあらそう未熟児の呼吸管理に万全の安全性を確保するため、また搬送時など機動力の向上を

実現するため、バッテリーを内蔵しました。

女マイク口プロセッサーコントロールにより、未来への拡張性に優れています。

マイクロプロセッサーによるコントロールのため、新しく器械を買い換えることなく、常に最新の

テクノロジーを追加することができます。また、 RS-232Cインターフェースおよびアナログウ ェー
ブフォームアウトプットも装備し、患者データなど情報のストアが容易に実施できます。
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